
鐸
溌
唾
司
「
１
．
．
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．
鐙
織
調
噸
＃
・

識
癖
》
鶴
一
議
霧
蕊
‐

蕊溺Ｉ
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☆
同
じ
地
球
の
仲
間
、
在
神
留
学
生
と

市
民
の
連
帯
感
を
確
認

神
戸
在
住
の
外
国
人
留
学
生
と
市
民

が
交
流
し
、
相
互
の
国
際
理
解
を
深
め

よ
う
と
「
留
学
生
に
よ
る
神
戸
国
際
友

好
フ
ォ
ー
ラ
ム
籾
」
が
哩
月
、
日
、
神

戸
国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
、
留
学
生
、

市
民
二
百
人
余
り
が
集
っ
た
。

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
た
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
青
春
ア
ラ
カ
ル

ト
」
。
神
戸
大
の
松
田
光
正
講
師
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
英
知
大
の
石
黒
マ

リ
ー
ロ
ー
ズ
助
教
授
、
漫
画
家
の
丘
あ

っ
し
さ
ん
と
留
学
生
た
ち
に
よ
る
「
青

春
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
。
そ
の
後
、
全
体
会
議
、
関
学
大

田
中
国
夫
教
授
の
講
演
、
最
後
は
、
懇

親
会
で
幕
を
閉
じ
た
。

受賞の喜びを語る竹村さん（中央）

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

艶
噌
部
》

再

患懲，鍵蕊園 蛭＃

留学生自らで組織される実行委員会の面々

☆
兵
庫
県
と
も
し
び
の
賞
受
賞
の

竹
村
ま
こ
と
さ
ん
を
祝
っ
て

腹
話
術
の
竹
村
ま
こ
と
さ
ん
が
、
「
兵

庫
県
と
も
し
び
の
賞
」
を
受
賞
。
十
二

月
四
日
の
午
後
六
時
二
十
分
よ
り
、
三

宮
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
四
階
で
〃
竹
村

ま
こ
と
さ
ん
を
祝
う
ま
こ
と
に
楽
し
い

夕
べ
〃
が
開
催
さ
れ
約
一
五
○
人
が
集

っ
た
。全

国
の
県
庁
所
在
地
の
幼
稚
園
、
交

通
指
導
員
な
ど
に
コ
ー
チ
を
し
て
い
る

竹
村
さ
ん
は
、
門
下
生
「
ご
は
ん
の

会
」
の
師
範
六
人
を
表
彰
。
師
範
の
面

々
も
新
潟
、
松
山
、
丸
亀
、
青
桓
そ
し

て
神
戸
が
二
人
と
い
う
多
彩
さ
で
竹
村

さ
ん
の
腹
話
術
の
指
導
者
と
し
て
の
力

量
が
伺
え
た
。
人
形
の
ピ
コ
ち
ゃ
ん
は

「
あ
ん
た
だ
け
賞
も
ろ
て
エ
エ
ナ
ァ
」
。

■

蝉等

Ii蕊;蕊蕊蕊

みよ

繕始なごやかな会場

★
Ⅷ
ひ
ょ
う
ご
文
化
交
流
の
集
い
開
く

十
二
月
六
日
午
後
六
時
よ
り
、
財
団

法
人
兵
庫
県
文
化
協
会
が
、
初
め
て

〃
籾
ひ
ょ
う
ご
文
化
交
流
の
つ
ど
い
〃

を
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
。
平
安
の
間

で
開
き
約
二
百
人
の
文
化
人
が
な
ご
や

か
に
歓
談
し
た
。

司
会
は
西
峰
遊
児
さ
ん
。
神
戸
ア
カ

デ
ミ
ー
女
声
合
唱
団
の
コ
ー
ラ
ス
に
続

い
て
、
山
本
敏
雄
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
・

貝
原
俊
民
兵
庫
県
知
事
は
「
今
年
よ

り
兵
庫
県
は
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
今
迄
は
生
産
中
心
の

流
れ
が
芸
術
・
文
化
中
心
の
時
代
と
な

り
、
瀬
戸
内
海
を
中
心
に
、
関
西
を
中

心
に
、
い
い
香
り
、
い
い
音
、
グ
ル
メ
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
全
日
本
の
力
を
集

め
た
い
。
そ
れ
は
文
化
人
の
力
に
か
か

っ
て
い
る
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
ひ
ょ
う

ご
文
化
の
花
が
開
い
た
。

急鍵識

職鰯

Ｆ
ｊ

宝曲りＥ宕趣
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財
団
法
人
井
植
記
念
会

理
事
長
井
植
貞
雄

＃

調和１９９０ 自然と街と文化が奏でるハーモニィ
謹賀新年

灘

け

灘

カメラ／緒方しげを

■

１
１１８
１

神
戸
市
垂
水
区
青
山
台
一
丁
目
二
一
’
一

電
話
（
○
七
八
）
七
五
一
－
五
一
二
六

篭

大
和
実
業
グ
ル
ー
プ

大
和
実
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
岡
田
一
男

大
阪
市
北
区
芝
田
二
丁
目
一
’
一
八

西
阪
急
ピ
ル
、
Ｆ

唯
話
（
○
六
）
三
七
量
．
，
八
五
七
一
㈹

株
式
会
社
シ
ャ
ル
レ

代
表
取
締
役
社
長
林
雅
晴

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
七
丁
同
七
‐
ん

通
話
（
○
七
八
）
三
○
二
．
，
七
》
七
一

株
式
会
社

ジ
ャ
パ
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

イ
ン
ポ
ー
ト

代
表
取
締
役
佐
々
木
章

神
戸
市
中
央
区
琴
ノ
施
町
五
丁
目
三
’
五

グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ポ
ー
叩

電
話
（
○
七
八
）
一
》
四
一
》
’
三
九
九
一
㈹

株
式
会
社
木
下
真
珠

代
表
取
締
役
木
下
章
夫

樋
戸
市
中
央
区
山
木
通
一
丁
目
七
’
七

一
電
話
（
○
七
八
）
二
一
重
‐
・
○
四
八
七

社
団
法
人
神
戸
港
振
興
協
会

会
長
宮
崎
辰
雄

神
戸
市
中
央
区
波
止
甥
町
量
稀
元
号

電
話
（
○
七
八
）
三
九
》
’
六
七
五
一
㈹

鍔
零
昏

１１

１１
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入
船
株
式
会
社

取
締
役
社
長
村
上
一
道

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
一
丁
目
一
三
’
一
六

竃
話
（
○
七
八
）
三
二
一
’
二
七
二
七

株
式
会
社
株
式
会
社
神
戸
風
月
堂

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

代
表
取
締
役
大
石
邦
雄
代
表
取
締
役
鴬
下
村
光
治

株
式
会
社
そ
ご
う
神
戸
店
光
印
刷
株
式
会
社

副
社
長
店
長
山
田
恭
一
代
表
取
締
役
南
部
圭
三

株
式
会
社
淡
路
屋

取
締
役
社
長
寺
本
混

柏
井
紙
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
柏
井
健

伊
藤
ハ
ム
株
式
会
社

取
締
役
社
長
伊
藤
研

沢
の
鶴
株
式
会
社
丸
山
印
刷
株
式
会
社
ナ
ニ
ワ
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
西
村
隆
治
代
表
取
締
役
社
長
丸
山
茂
取
締
役
社
長
西
井
雄
三

神
戸
市
雛
区
友
田
町
五
丁
目
ニ
ー
ニ

電
話
（
○
七
八
）
八
五
一
’
三
一
九
四

神
戸
市
中
央
区
相
生
町
三
丁
目
一
’
一

電
話
（
○
七
八
）
三
五
一
’
一
六
八
二
㈹

神
戸
市
中
央
区
加
納
町
四
丁
目
十
ｌ
一
三

電
話
（
○
七
八
）
三
二
一
’
三
六
○
一

神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町
ニ
ー
ー

電
話
（
○
七
八
）
三
三
三
’
○
一
一
一

神
戸
巾
中
央
区
小
野
柄
通
八
丁
目
一
’
八

電
話
（
○
七
八
）
二
二
一
’
四
一
八
一
㈹

神
戸
市
灘
区
新
在
家
南
町
五
ｉ
一
’
二

電
話
（
○
七
八
）
八
八
一
’
一
二
三
四

西
宮
市
高
畑
町
四
－
二
七

電
話
（
○
七
九
八
）
六
六
’
一
二
三
一

米
田
定
蔵

戸
Ｌ

１
１１９
１

大
阪
市
北
区
天
満
一
丁
目
九
’
一
九

電
話
（
○
六
）
三
五
一
’
七
二
七
一

神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
南
町
三
’
三
’
二

電
話
（
○
七
八
）
四
五
一
’
七
一
二
○

商
業
写
真
・
出
張
撒
影

米
田
フ
ォ
ト

三
洋
化
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
田
中
正
郎

指
圧
師
田
中
光
顕

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
四
丁
目
一
八
’
一
一
一

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
中
山
手
一
階
一
○
一

電
話
（
○
七
八
）
二
四
二
１
三
七
三
四

田
中
指
圧
治
療
所

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
二
’
一
六
ｌ
一
二

電
話
（
○
七
八
）
三
二
一
－
一
五
五
一

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
三
丁
目
三
’
一
○

竜
話
（
○
七
八
）
三
二
一
’
五
五
五
五

神
戸
市
中
央
区
八
幡
通
一
－
一
’
一
二

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一
’
四
一
四
一
㈹

神
戸
市
長
田
区
池
田
寺
町
一
一
’
一
Ｃ

電
話
（
○
七
八
）
六
九
一
’
三
五
四
七

会
長
橋
本
義
男

神
戸
市
串
大
区
雲
井
通
四
丁
目
一
’
一
一

三
宮
東
ピ
ル

電
話
（
○
七
八
）
二
三
二
－
四
七
七
○

株
式
会
社
タ
ッ
プ
。
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役
月
岡
清
市

サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
グ
ル
ー
プ

一
級
印
章
彫
刻
士
の
店

印
章
製
造
直
販
・
浸
透
印
製
造

有
限
会
社
八
甲

代
表
取
締
役
川
崎
泰
男

神
戸
市
兵
庫
区
下
一
一
一
条
町
九
番
十
四

電
話
（
○
七
八
）
五
二
’
五
○
七
五

株
式
会
社

コ
ー
ヴ
ォ
。
ア
レ
ダ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役
杉
本
勇
和
次

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
三
’
一
一
一
Ｔ
一
五

パ
ン
ブ
ロ
ス
ピ
ル

電
話
（
○
七
八
）
三
三
一
－
○
一
一
七
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神
戸
信
用
金
庫

理
事
長
前
田
促
一
郎

灘
神
戸
生
活
協
同
組
合

理
事
長
高
村
剤

組
合
長
理
率
竹
本
成
徳

辿
儒
東
涯
区
住
吉
本
町
一
丁
目
三
十
九

電
話
（
○
七
八
）
八
四
一
－
四
一
二
一

関
西
信
用
金
庫

躍進１９９０世界に国際文化情報都市神戸からの発信を
謹賀新年

兵
庫
信
用
金
庫

理
事
長
園
田
正
和

Ｈ一
驚

衆
議
院
議
員
砂
田
重
民

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
二
－
十
三
’
一
一
一

電
話
（
○
七
八
）
三
二
一
’
三
三
二
二

１
１２０
１

識 超み, 岬些唾４

韻騨錘謬 ¥ 可得ザー ~ ~ ~ －．甥
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鵜
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カメラ／緒方しげを

■

石
井

理
事
長
田
端
基
宏

国
務
大
臣

国
土
庁
長
官

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
二
丁
目
一
二
’
三

電
話
（
○
七
八
）
三
三
二
’
五
一
五
一

嘩
誌
霧
蕊
靖
一
野
望
珪

鋤
寵
喋
剰
戸
市
巽
区
囲
手
遜

電
話
（
○
七
八
）
三
九
二
－
○
四
一
五

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
四
’
一
’
十
二

電
話
（
○
七
八
）
三
三
一
’
九
○
一
拾

神
戸
市
中
央
区
浪
花
町
六
一
稽
地

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
－
八
○
二

ｐ
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代
表
取
締
役
所
司
原
義
久

株
式
会
社

瀬
戸
本
淳
建
築
研
究
室

株
式
会
社
オ
ー
ト
ラ
マ
ジ
ェ
ム

神
戸
お
さ
か
な
普
及
協
会

富
士
杜
仲
株
式
会
社

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
株
式
会
社

オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
股
瀬
戸
本
淳

代
表
理
事
田
中
辰
夫

代
表
取
締
役
上
本
冨
士
哉

代
表
取
締
役
米
田
利
勝

尼
崎
市
践
庫
之
荘
一
丁
目
四
’
一
五

電
話
（
○
六
）
四
三
二
－
○
七
七
○

取
締
役
社
長
中
田
美
明

神
戸
市
兵
庫
区
中
之
島
一
丁
目
－
１
一

神
戸
市
中
央
卸
圭
空
巾
場
本
場

神
戸
水
産
物
卸
協
同
組
合
内

電
話
（
○
七
八
）
六
七
二
’
七
六
○
○
㈹

神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
南
町
六
’
五
’
三

電
話
（
○
七
八
）
四
五
二
’
三
二
二
四
㈹

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
六
’
五
’
一

モ
ー
ド
ピ
ア

電
話
（
○
七
八
）
三
○
三
’
三
三
一
一

画

１
１２１
１

画

オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
株
式
会
社

取
締
役
社
長
中
田
美
明

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
六
’
五
’
一

モ
ー
ド
ピ
ア

電
話
（
○
七
八
）
三
○
三
’
三
三
一
一

株
式
会
社
オ
ー
ト
ラ
マ
ジ
ェ
ム

代
表
取
締
役
米
田
利
勝

神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
南
町
六
－
五
’
一
一
一

電
話
（
○
七
八
）
四
五
二
’
三
二
二
四
㈹

富
士
杜
仲
株
式
会
社

代
表
取
締
役
上
本
冨
士
哉

尼
崎
市
践
庫
之
荘
一
丁
目
四
’
一
五

電
話
（
○
六
）
四
三
二
－
○
七
七
○

株
式
会
社

瀬
戸
本
淳
建
築
研
究
室

代
表
取
締
股
瀬
戸
本
淳

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
二
’
七
’
一
－
一
一
一
○

電
話
（
○
七
八
）
ニ
ニ
ニ
ー
一
六
六
五
㈹

神
一
戸
お
き
か
な
普
及
協
会

代
表
理
事
田
中
辰
夫

神
戸
市
兵
庫
区
中
之
島
一
丁
目
－
１
一

神
戸
市
中
央
卸
圭
空
巾
場
本
場

神
戸
水
産
物
卸
協
同
組
合
内

電
話
（
○
七
八
）
六
七
二
’
七
六
○
○
㈹

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
所
司
原
義
久

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
三
丁
目
二
’
一
八

電
話
（
○
七
八
）
三
一
二
’
一
○
○
○

小
泉
製
麻
株
式
会
社

取
締
役
社
長
松
本
定

神
戸
市
灘
区
新
在
塞
南
町
一
丁
目
垂
’
一

電
藷
（
○
七
八
）
八
四
一
－
四
一
四
一

株
式
会
社
墓
星
堂

取
締
役
社
長
山
田
隆
史

神
戸
市
中
央
区
山
●
不
通
二
丁
目
一
四
－
一

電
話
（
○
七
八
）
尾
一
一
幸
一
Ｉ
四
三
四
一
㈹

菊
正
宗
酒
造
株
式
会
社

取
締
役
社
長
嘉
納
毅
入

神
一
呈
出
爺
区
御
影
木
阿
丁
目
七
・
‐
一
五

電
話
（
○
七
八
）
八
五
一
－
○
○
○
一

株
式
〈
涛
煙

コ
ウ
ベ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

代
衷
取
締
役
原
康
夫

神
一
星
、
中
央
区
下
山
手
通
五
丁
目
五
．
，
撞
ハ

兵
庫
県
印
刷
会
館
内
３
階

電
話
（
○
七
八
）
三
五
一
’
二
六
一
公
ハ
㈹

竹
馬
産
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
竹
馬
準
之
助

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
三
丁
目
二
－
一
八

電
話
（
○
七
八
）
三
三
宝
’
九
・
○
・
㈹

大
東
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
池
遥
洋
子

楠
戸
市
灘
Ⅸ
六
甲
台
町
六
按
一
○
号

電
話
（
○
七
八
）
八
七
一
‐
・
一
五
五
二
㈹

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社

神
戸
営
業
所

所
長
田
井
不
二
夫

神
戸
市
中
央
鹿
山
．
山
手
通
三
丁
目
七
；
二
三

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
・
六
○
六
一

神
戸
建
築
技
術
研
究
所

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役
前
田
和
穂

神
戸
市
須
磨
区
天
神
町
五
丁
目
一
・
・
五

電
蓄
（
○
七
八
）
七
三
四
’
三
九
三
一

株
式
会
社
神
戸
新
聞
社

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ッ
社

取
締
投
社
長
荒
川
克
郎

神
戸
市
中
央
区
雲
井
通
七
丁
目
一
’
一

電
話
（
○
七
八
）
再
一
一
‐
・
四
一
二
一

株
式
会
社
大
谷
徳
風
社

代
表
取
締
役
大
谷
晃
世

神
戸
市
長
田
区
松
野
通
》
丁
目
一
一
；
一
一
や

電
話
（
○
七
八
）
六
一
草
‐
・
○
○
八
九

神
戸
地
下
街
株
式
会
社

代
表
取
捨
役
社
長
長
島
隆

神
一
押
市
中
央
唾
這
宮
町
一
丁
目
一
○
Ｉ
・

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
四
○
二
四
㈹

カ
ワ
ノ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
河
野
忠
博

神
戸
市
長
田
区
大
道
通
五
手
目
五

道
話
（
○
七
八
）
六
三
一
ｌ
雫
一
六
超
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１
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１

■

カメラ／緒方しげを

創造l990KoBEらしい発想が､文化を創る､街を創る
謹賀新年

÷2碧龍醗瀞砕罰：
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驚翻

悪

趣織塞

識
溌

一
寺

轡！

点綴蕊
蕊鴬蟻慕

震F 量

簿驚
》

鍵鶴

薮

株
式
会
社
ア
バ
ン

代
表
取
締
役
小
林
新
吉

神
一
旦
、
山
央
区
渉
蔦
中
町
六
丁
目
》
Ｔ
五

電
茜
（
○
七
八
）
三
○
三
’
三
九
二
㈹

株
式
会
社
星
電
社

代
表
取
締
役
後
藤
雅
博

神
戸
市
中
央
区
一
雷
幸
宮
町
二
丁
目
・
一
’
一
’

七
○
一

電
話
（
○
七
八
）
三
九
丁
‐
八
○
○
○
㈹

Ｄ
Ｘ
ア
ン
テ
ナ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
毛
利
昌
義

代
表
取
締
役
藤
野
良
夫

代
表
取
締
役
前
山
博

神
戸
市
乗
郎
区
浜
崎
通
二
群
一
五
号

電
話
（
○
七
八
）
六
八
や
。
，
一
三
六
一
㈹

オ
ギ
サ
カ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
荻
坂
昌
之

神
戸
市
中
央
区
栄
町
通
四
丁
目
二
１
一
八

オ
ギ
サ
カ
鱈
ピ
ル

電
話
（
○
・
燭
八
）
三
七
一
’
○
六
六
三

バ
ン
ド
ー
化
学
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
雀
部
昌
吾

神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
六
丁
目
－
１
惹
一

三
宮
ビ
ル
束
館

電
話
（
○
七
八
）
二
三
二
’
二
九
二
三

角
南
商
事
株
式
会
社

ス
ナ
ミ
ピ
ジ
ネ
ス
マ
シ
ン
株
式
会
社

取
締
役
社
長
角
南
忠
昭

神
戸
市
中
央
区
小
野
柄
通
七
丁
目
一
‐
・
一
六

三
宮
ピ
ル
北
館
８
階

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一
‐
‐
五
五
三
㈹
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株
式
会
社
本
庄
商
会

取
締
役
社
長
下
井
満

和
田
興
産
株
式
会
社

神
戸
市
中
央
区
海
岸
通
三
丁
目
二
’
一
六

電
話
（
○
七
八
）
三
九
二
’
一
一
一
二
九
一
㈹

ひ

株
式
会
社
ユ
ー
ハ
イ
ム

取
締
役
社
長
河
本
武

株
式
会
社
加
美
乃
素
本
舗

取
締
役
社
長
宮
崎
幸
三

レ
ス
ト
ラ
ン
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
サ
ン
コ
ト
ブ
キ

代
表
取
締
役
社
長
細
谷
俊
雄

神
戸
崩
英
区
北
長
狭
通
一
丁
目
九
’
一

電
話
（
○
七
八
）
三
九
二
－
一
二
一
六

株
式
会
社
神
明

雨
蒋
役
社
長
藤
尾
益
也

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
製
菓
株
式
会
社

取
締
役
社
長
光
葉
貞
男

東
洋
ナ
ッ
ツ
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
中
島
泰
介

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
七
丁
目
七
’
四

電
話
（
○
七
八
）
三
○
二
’
一
○
○
一
（
大
代
）

神
戸
市
中
央
区
熊
内
橋
通
三
丁
目
三
－
二
天

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
１
一
四
五
五
㈹

神
戸
市
灘
区
船
寺
通
四
丁
目
二
’
八

電
話
（
○
七
八
）
八
八
一
’
二
八
八
㈹

神
戸
市
東
灘
区
深
江
浜
町
三
十
番
地

電
話
（
○
七
八
）
四
五
二
’
七
二
一
一

神
戸
市
中
央
区
海
岸
通
六
丁
目
一
番

電
話
（
○
七
八
）
三
七
一
’
二
一
三
一
㈹

１
１２３
１

神
戸
市
中
央
区
明
石
町
三
二
番
地

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
－
三
三
六
一

神
戸
市
中
央
区
脇
浜
町
二
丁
目
一
一
’
一

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一
’
五
○
○
一

神
戸
市
兵
庫
区
東
山
町
一
’
一
一
’
一

電
話
（
○
七
八
）
五
一
一
’
六
九
八
七
㈹

服
部
プ
ロ
セ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
服
部
準

有
限
会
社

ク
レ
セ
ン
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

取
締
役
社
長
王
柏
林

神
戸
市
中
央
区
布
引
町
一
丁
目
一
’
一
一
一

電
話
（
○
七
八
）
二
二
一
’
○
七
三
一
㈹

株
式
会
社
ノ
ー
リ
ッ

代
表
取
締
役
社
長
太
田
敏
郎

株
式
会
社

神
戸
マ
ツ
ダ
モ
ー
タ
ー
ス

取
締
役
社
長
橋
本
一
豊

神
戸
市
兵
庫
区
束
柳
原
町
一
一
一
番
一
○
号

電
話
（
○
七
八
）
六
七
一
’
五
○
一
一

横
山
倉
庫
株
式
会
社

磯
上
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル

取
締
役
社
長
横
山
吉
雄

神
戸
市
中
央
区
磯
上
通
八
丁
目
一
’
五

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
’
五
三
一
一

西
宮
市
社
家
町
一
’
一
い
ぬ
づ
か
写
真
室

電
話
（
○
七
九
八
）
三
五
’
六
三
六
三

新
神
戸
店
電
話
（
○
七
八
）
二
九
一
’
一
一
二
一

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
写
真
室

代
表
取
締
役
犬
塚
ゆ
た
か

株
式
会
社
ケ
ー
シ
ー
エ
ス

取
締
役
社
長
川
本
勢

株
式
会
社
春
島
組
三
輪
運
輸
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
春
名
徹
取
締
役
社
長
三
輪
吉
郎

神
戸
市
東
灘
区
住
吉
宮
町
七
丁
目
四
－
一

電
話
（
○
七
八
）
八
五
一
’
四
二
九
一

電
通
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
大
石
伸
雄

代
表
取
締
役
和
田
憲
昌

大
阪
市
北
区
鰯
野
町
二
’
八
餌
野
ビ
ル
３
Ｆ

電
話
（
○
六
）
三
七
五
ｉ
○
三
一
七
㈹

神
戸
市
中
央
区
京
町
六
七
’
二

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
六
五
七
一
㈹

神
戸
市
中
央
区
栄
町
通
四
丁
目
二
’
一
三

電
話
（
○
七
八
）
三
六
一
ｌ
一
一
○
○
㈹
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ぬ
け
る
よ
う
な
空
、
優
し
い
山
の
冷

気
の
心
地
良
さ
、
有
馬
は
ま
さ
に
黄
金

色
の
秋
。
そ
し
て
今
日
は
、
有
馬
恒
例

の
大
茶
会
が
催
さ
れ
る
と
あ
っ
て
こ
の

湯
の
街
、
い
つ
に
も
増
し
て
賑
わ
し
い
。

有
馬
の
大
茶
会
と
い
え
ば
、
縁
の
深

い
太
閤
秀
吉
を
偲
ん
で
毎
年
ｕ
月
２
１

３
日
の
２
日
間
大
々
的
に
行
わ
れ
、
今

年
で
如
周
年
を
迎
え
る
程
の
伝
統
あ
る

藷
催
事
。

供
茶
道
を
曙
む
人
は
も
ち
ろ
ん
風
雅
を

、
愛
す
る
趣
味
人
達
も
今
日
は
仕
立
て
の

詩
良
い
着
物
を
着
て
、
有
馬
は
品
絡
高
い

＃善
匂
い
が
流
れ
て
い
る
。

今
は
昔
の
戦
国
時
代
、
太
閤
秀
吉
は

神
代
の
時
代
、
少
彦
名
神
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
と
い
う
日
本
最
古
の
こ
の
湯
の

街
を
大
変
愛
し
、
妻
ね
ね
の
方
と
共
に

十
数
回
に
及
び
入
湯
、
又
千
利
休
居
士

を
伴
い
茶
会
を
開
き
戦
で
の
疲
れ
を
癒

し
た
。
そ
し
て
有
馬
の
繁
栄
に
大
き
な

TEL(078)904-0731

有馬歳時記
新春特別企画

勺

n.I瑛戟；

有馬温泉/ 元湯
国際観光旅館

Ｉ蛤

鴬穏
＃
塾

湯
け
む
り
見
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た
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善
福
寺
に
今
も
遺
る
豊
臣
時
代
の
茶
湯
次
第
喜

一
、
天
正
十
八
年
十
月
四
日
於
有
馬
御
茶
湯
次
第

阿
弥
陀
堂
に
て
御
茶
湯
座
敷
二
畳
敷

御
床
虚
堂
墨
跡
か
け
て
長
そ
ろ
り
御
釜
う
り
か
ま

五
と
く
す
へ
し
ぎ
か
た
っ
き
い
ど
茶
わ
ん
茶
し
ゃ

く
利
久
作
備
前
水
指
水
こ
ぼ
し
蓋
置
志
賀
の

御
壷
を
か
つ
て
の
う
ち
に
金
扉
風
を
ひ
か
せ
回
合
せ
ら
れ

候
御
か
け
画
寒
山
拾
得

来
客
一
番
利
久
小
早
川
有
馬
法
印

二
番
善
福
寺
阿
弥
陀
坊
池
坊

三
番
志
摩
守
宗
及
掃
部

四
番
小
西
大
夫
仁
助

葉
の
緋
色
が
目
に
染
み
る
有
馬
の
街

は
、
茶
の
湯
の
け
む
り
が
、
温
泉
の
け

む
り
と
風
雅
な
ハ
ー
モ
ー
ー
ー
を
奏
で
て

い
た
。

助
力
を
し
た
秀
吉
を
供
養
す
る
の
が
、

ｎ
月
２
口
ｎ
時
よ
り
行
わ
れ
た
善
福
寺

で
の
奉
茶
式
な
の
で
あ
る
。
毎
年
、
表

千
家
と
裏
千
家
が
交
代
で
奉
茶
式
の
御

奉
仕
を
担
当
し
て
い
る
が
、
今
年
は
裏

千
家
が
担
当
、
今
日
庵
名
誉
教
授
家
老

職
山
藤
宗
山
氏
に
よ
り
厳
か
に
行
わ
れ

た
。
山
藤
氏
は
２
回
奉
茶
を
点
て
ら

れ
、
そ
の
流
れ
る
よ
う
な
す
ば
ら
し
い

お
点
前
に
参
列
し
た
人
々
は
、
じ
っ
と

見
入
っ
て
い
た
。

又
他
に
念
仏
寺
、
有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
、
古
泉
閣
で
は
各
々
お
茶
席
が
設

け
ら
れ
瑞
宝
寺
公
園
跡
で
は
野
点
席
、

極
楽
寺
で
は
点
心
席
が
設
け
ら
れ
、
紅

念
仏
寺
で
の
本
席
（
上
・
中
）

瑞
宝
寺
で
の
野
点
席
（
下
）

ゐ

｡
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別館楽山
ＴＥＬ(078)904-0622

ＴＥＬ(078)904-3656

テニスでいい汗
いい湯にとっぷり
味に集う

嬢鵬叩

TEL(078)903-1024

木造りの耐＄勘詩坊
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ｌ
姉
妹
提
携
し
た
い
き
さ
つ
を
．

金
川
昭
和
妃
年
５
月
Ⅳ
日
に
神
戸
市
長
室
で

姉
妹
温
泉
を
提
携
し
ま
し
て
ね
。
日
本
の
大
き

な
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
神
戸
市
と
札
幌
市
が

抱
い
て
い
る
温
泉
で
あ
り
規
模
、
人
口
、
旅
館

軒
数
等
、
い
ろ
い
ろ
な
面
が
そ
っ
く
り
な
ん
で

す
ョ
。
ど
ち
ら
が
姉
か
と
い
う
と
歴
史
の
古
さ
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４ 態国際観光旅館

欽: 蹴嘉爾灘敏山……補伝統と構式鐸詫向陽閤
ＴＥＬ(078)904-0701㈹ 景勝高台の近代旅館

ＴＥＬ(078)904-0501㈹

去
る
Ⅲ
月
２
日
有
馬
大
茶
会
の
日
。
姉
妹
提

携
し
て
杷
年
に
な
る
定
山
渓
温
泉
観
光
協
会
の

方
々
と
有
馬
温
泉
観
光
協
会
の
方
々
と
古
泉
閣

で
座
談
会
を
開
い
た
。
立
地
条
件
や
行
政
面
が

非
常
に
よ
く
似
て
い
る
有
馬
温
泉
と
定
山
渓
温

泉
の
姉
妹
対
談
や
い
か
に
別

写真右上より関光夫定山渓観光協会率務局長、梅田哲夫札幌市経済局観光
部副参事、細田圭一同協会総務委員長、猪股正行札幌市経済局観光部調査
係長、古川善雄同観光肱会副会長、金井清展御所坊会長、吉田誕美鰯吉高
屋代表取締役、梶木雅夫中の坊社長、風早和喜向陽閣代表取締役

心

湯
け
む
り
初
春
対
談

姉
妹
提
携
温
泉

定
山
渓
温
泉
雁
有
馬
温
泉

定
山
渓

パ
ワ
フ
ル
な
妹
に
有
馬

し
と
や
か
な
姉

姉
妹
揃
え
ば
日
本
一
″

鰯| 瀧
湯の街
有馬歳時記
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猪
股
私
も
有
馬
は
初
め
て
で
す
が
、
歴
史
を

感
じ
な
が
ら
歩
け
る
ん
で
す
よ
。
〃
あ
あ
、
こ

の
同
じ
道
を
昔
、
太
閤
秀
吉
が
通
っ
た
ん
だ
な

あ
…
〃
。
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｌ
今
後
の
方
針
と
し
て
は
？

金
川
師
弟
交
流
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
息
子

は
定
山
渓
温
泉
に
あ
る
第
１
ホ
テ
ル
で
１
年
間

修
業
に
行
っ
た
ん
で
す
。

関
今
後
は
観
光
協
会
の
交
流
に
留
ま
ら
ず
一

般
の
人
々
に
も
働
き
か
け
て
、
更
に
太
い
パ
イ

プ
に
し
た
い
で
す
ね
。

古
川
加
周
年
に
む
け
て
お
互
い
が
更
に
生
産

性
の
あ
が
る
形
を
考
え
た
い
で
す
ね
。

梅
田
お
互
い
の
特
徴
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
歴
史
の
違
う
温
泉
の
交
流
の
メ
リ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
地
域
ぐ
る

み
の
交
流
が
定
着
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

猪
股
こ
う
い
う
交
流
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
刺

激
に
な
り
ま
す
。
そ
の
刺
激
は
前
進
で
き
る
要

素
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
し
ね
。

双
方
と
も
そ
の
刺
激
を
受
け
て
繁
栄
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

風
早
当
面
は
加
周
年
に
向
け
て
町
民
レ
ベ
ル

で
高
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
の
超
野
球
チ
ー

ム
が
、
今
有
馬
に
あ
る
ん
で
す
が
定
山
渓
に
も

同
じ
位
あ
る
そ
う
な
の
で
野
球
大
会
の
交
流
を

実
現
さ
せ
た
い
で
す
ね
ェ
（
笑
）
。

金
井
今
後
と
も
予
期
し
な
い
事
態
に
対
処
で

き
る
よ
う
に
常
に
情
報
交
換
を
密
に
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
ェ
。
そ
し
て
互
い
に
前
進
し
た
い

で
す
ね
ェ
・

Ｉ
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

127

い

で
有
馬
に
な
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
ま
あ
妹
の
方

が
く
つ
ぴ
ん
さ
ん
で
す
け
ど
…
（
笑
）
。

梅
田
行
政
の
立
場
か
ら
見
て
も
民
間
の
立
場

で
お
互
い
の
共
通
点
を
も
と
に
各
々
の
特
徴
を

活
か
し
乍
ら
温
泉
地
と
し
て
発
展
さ
せ
よ
う
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
す
。
私
は
今
回
初
め
て
有
馬
を
訪
れ
ま
し
た

が
、
す
ば
ら
し
い
温
泉
郷
で
大
変
感
銘
を
う
け

て
お
り
ま
す
。

１
両
温
泉
の
印
象
を
各
禽
一
言
ず
つ
．

古
川
何
回
も
有
馬
に
来
て
い
ま
す
が
、
日
本

一
の
金
持
ち
の
温
泉
郷
だ
な
あ
と
。
そ
れ
も
人

間
が
た
く
さ
ん
苦
労
し
て
良
さ
の
に
じ
み
出
た

歴
史
の
重
さ
か
ら
来
る
も
の
な
の
だ
と
思
い
ま

す
ね
。
特
に
サ
ー
ビ
ス
面
で
有
馬
に
見
習
う
べ

き
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

梶
夏
の
定
山
渓
の
か
つ
ば
祭
り
の
時
に
お
邪

魔
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
パ
ワ
ー
の
す
ご
さ

に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
有
馬
の
祭
り
な
ん
て
祭
り

じ
ゃ
な
い
と
…
。
有
馬
は
パ
ワ
ー
が
足
り
な
い

で
す
ね
。

風
早
定
山
渓
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
す
よ
ね
。

花
火
に
し
て
も
比
較
に
な
ら
な
い
程
ス
ケ
ー
ル

が
大
き
い
。
提
携
皿
周
年
の
時
、
有
馬
で
は
北

海
道
物
産
展
を
や
り
ま
し
た
が
、
北
海
道
の
観

光
物
産
の
種
類
は
さ
す
が
に
多
い
で
す
よ
ね
。

吉
田
有
馬
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
〃
か
つ
ば
祭
″

く
ら
い
の
パ
ワ
ー
が
、
あ
る
よ
う
に
な
れ
ば
言

う
こ
と
な
し
な
ん
で
す
け
ど
ね
…
。

長
田
歴
史
と
伝
統
の
厚
み
が
雰
囲
気
や
サ
ー

ビ
ス
に
ぴ
ん
ぴ
ん
と
響
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
国
際
都
市
神
戸
に
と
っ
て
有
馬
温
泉
の
歴

史
あ
る
た
た
ず
ま
い
は
大
変
な
財
産
で
す

ね
…
。

や旬鍵瑞兆
ＴＥＬ(078)904-0781

有島グランドホテル
ＴＥＬ(078)904-0181

静寂さにつつまれた
くつろぎの宿

国際観光旅館

陵楓閣
ＴＥＬ(078)904-O675
T E L E X 5 6 2 7 - 1 1 5
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え

の研究室岡田縦亀ぴう'二iﾌ崖 一画

この薬忘のむと
一時間ほど
蛮身できるのじゃ

ボ、ョ

何に変身できるんて､ ､す？ ?Eｒ
、

７

（､ケシじゃ

『
一

●

バケツ？
いったい何の役に立つんて‘？
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くう

神
戸
市
垂
水
区
に
住
む
西
脇
亜
矢
子
さ
ん
（
配
）
は
現
在

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
の
四
回
生
。
彼
女
は
昭
和
鯛
年

４
月
か
ら
平
成
元
年
４
月
ま
で
の
一
年
間
を
、
イ
ギ
リ
ス

の
ロ
ン
ド
ン
市
郊
外
に
あ
る
老
人
居
住
施
設
「
セ
シ
ル
コ

ー
ト
」
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
働
い
て
い
た
。
帰
国
し

た
西
脇
さ
ん
の
体
験
談
を
聞
き
に
自
宅
を
訪
れ
た
。

ロ
ン
ド
ン
に
は
海
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
に

施
設
を
紹
介
し
た
り
資
料
を
提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
斡

旋
機
関
が
あ
り
、
大
学
に
休
学
届
を
出
し
て
日
本
を
飛
び

立
っ
た
西
脇
さ
ん
も
こ
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
ね
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
働
く
こ
と
を
申
し
出
た
。
彼
女
は
で
き
れ
ば

障
害
児
施
設
を
希
望
し
て
い
た
が
空
き
が
な
く
、
老
人
の

施
設
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
施
設
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
地
下

鉄
で
約
釦
分
の
イ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
人
口
約
記
万
人
の
小

さ
な
町
の
静
か
な
住
宅
街
の
中
に
あ
っ
た
。

「
セ
シ
ル
コ
ー
ト
」
と
い
う
名
は
創
設
者
の
ミ
セ
ス
・
セ

シ
ル
の
名
を
と
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
セ
シ
ル
と
名

ｌ
セ
シ
ル
コ
‐
ト
で
働
い
た
西
脇
亜
矢
子
さ
ん
の
体
験
か
ら

Ｋ

Ｏ
８

神
一
戸
を
福
祉
の
街
に
〈
噸
〉

イ
ギ
リ
ス
の
施
設
で

一
年
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セシルコートの外観

■
■

Ｆ
Ⅱ
Ｋ
Ⅱ
〜
Ⅱ

鍵
橋
本
明

く
燭
函
碓
卦
癖
窪
誌
霊
〉

の
つ
く
施
設
は
他
に
老
人
ホ
ー
ム
が
二
つ
と
女
性
の
た
め

の
ホ
ス
テ
ル
が
二
つ
あ
る
。
日
本
の
軽
賀
老
人
ホ
ー
ム
に

相
当
す
る
施
設
で
入
居
者
は
Ⅷ
人
。
こ
れ
に
隣
接
し
て
旭

人
定
員
の
特
別
養
謹
老
人
ホ
ー
ム
に
相
当
す
る
施
設
も
併

設
さ
れ
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
園
長
に
あ
た
る
４
人
の
ウ

ォ
ー
デ
ン
と
寮
母
、
調
理
師
な
ど
が
全
部
で
超
人
。
そ
れ

に
国
内
や
海
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
働
い
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
は
世
界
で
も
っ
と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

盛
ん
な
国
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
西
脇
さ
ん
の
体
験
談

か
ら
も
そ
の
様
子
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
彼
女
が
働
い
て

い
た
時
も
近
所
の
人
が
来
て
目
の
不
自
由
な
人
に
本
を
読

ん
で
あ
げ
た
り
、
入
居
者
に
体
操
を
教
え
る
人
が
来
た
り
、

日
系
イ
ギ
リ
ス
人
が
車
の
運
転
を
か
っ
て
出
た
り
し
て
い

た
。
海
外
か
ら
も
ト
ル
コ
人
の
男
性
２
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人

男
性
１
人
、
西
ド
イ
ツ
人
の
女
性
２
人
が
短
期
間
で
は
あ

る
が
こ
こ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
や
っ
て
き
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
本
館
近
く
の
３
階
建
の
家
の
一
室
を

殉
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灘鰯灘議 鱗議識錘蕊驚
鐸難韓繊；蕊畿禽識鍵蝉瞬し

１
１３１
１

の
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
膳

き
受
け
た
り
、
他
の
入
居
者

ツ
フ
が
休
暇
を
と
っ
て
手
が

足
り
な
い
時
は
ス
タ
ッ
フ
の

代
り
を
勤
め
た
り
も
す
る
。

も
ち
ろ
ん
地
域
の
活
動
に
も

参
加
す
る
。

西
脇
さ
ん
の
話
を
聞
い
て

い
て
、
も
う
一
つ
印
象
に
残

っ
た
こ
と
は
、
入
居
し
て
い

る
高
齢
の
お
年
寄
り
た
ち
が

実
に
自
立
精
神
に
富
ん
で
い

る
こ
と
だ
。
百
歳
近
く
に
な

与
え
ら
れ
、
仕
事
は
毎
朝
、
オ
フ
ィ
ス
で
ウ
ォ
ー
デ
ン
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
次
々
と
や
っ
て

く
る
理
由
の
一
つ
は
、
こ
こ
で
仕
事
を
す
れ
ば
宿
泊
と
食

事
が
ダ
ダ
で
済
ま
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
現
実
的
な
一
面
も

若
い
人
た
ち
に
は
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
「
も
し
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
い
な
け
れ
ば
こ
こ
の
生
活
は
ず
い
ぶ
ん
味
気

な
い
も
の
に
な
る
の
で
は
」
と
西
脇
さ
ん
は
指
適
す
る
。

こ
こ
で
は
入
居
者
自
身
も
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

の
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
購
買
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
引

き
受
け
た
り
、
他
の
入
居
者
の
お
世
話
を
し
た
り
、
ス
タ

銅
欝

ウィンザー城にて西賊蒜矢子さん

Ⅵ
』

識
一

凸

父親 ( 9 6 歳) と一緒に入居している娘さん

は
娘
が
帥
分
程
の
近
く
に
住
ん
で
い
な
が
ら
同
居
は
望
ま

ず
、
自
分
の
人
生
を
の
び
の
び
と
生
き
て
い
る
。
こ
こ
に

は
ど
ん
な
に
身
体
が
弱
っ
て
い
て
も
一
日
寝
た
ま
ま
で
過

す
人
は
一
人
も
い
な
い
。
み
な
起
き
上
っ
て
服
を
着
替
え

る
努
力
を
す
る
。
あ
る
癌
末
期
の
老
人
は
息
を
引
き
と
る

５
日
前
ま
で
着
替
え
て
身
体
を
動
か
し
て
い
た
。
病
院
で

過
し
た
の
は
最
後
の
５
日
間
だ
け
で
あ
っ
た
。
老
人
が
自

立
し
、
自
力
で
な
る
べ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
協
力
し
、
そ

う
い
う
環
境
を
つ
く
る
の
が
セ
シ
ル
の
職
員
の
方
針
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
存
在
し
て
い
る
、
と

西
脇
さ
ん
は
考
え
る
。

一
年
間
の
セ
シ
ル
コ
ー
ト
で
の
体
験
か
ら
「
老
人
も
同

じ
人
間
だ
と
い
う
こ
と
、
私
た
ち
は
、
得
た
物
は
い
つ
か

は
失
う
も
の
、
と
い
う
こ
と
を
老
人
の
生
と
死
、
お
年
寄

り
た
ち
と
の
生
活
の
な
か
か
ら
学
び
ま
し
た
」
と
西
脇
さ

ん
は
貴
重
な
お
み
や
げ
を
も
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
将
来
は

社
会
福
祉
の
仕
事
を
す
る
の
が
夢
で
あ
る
。

今
、
世
界
に
は
こ
ん
な
若
い
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
素
晴
し
い
体
験
を
も
ち
帰
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

ホームの食堂で食事中のお年寄りたち

っ
て
も
い
つ
も
身
だ
し
な

み
は
き
ち
ん
と
し
、
お
し

ゃ
れ
に
は
気
を
配
る
女
性

た
ち
。
身
体
が
不
自
由
に

な
っ
て
も
、
自
分
の
力
で

で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
安

易
な
同
情
や
手
助
け
は
拒

否
し
て
自
力
で
生
き
抜
こ

う
と
す
る
人
た
ち
…
…
。

百
歳
に
な
る
お
ば
あ
さ
ん
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シ
ョ
ッ
プ
ー
Ｍ
Ａ
Ｃ
・
メ
ン

大人のお酒落用

三
ｍ
雲
の
☆
ペ
ァ
ル
ッ
ク
で

●
西
神
プ
レ
ン
テ
ィ
の
仲
間
達
楽
し
ん
で
欲
し
い

☆
ブ
ラ
ウ
ス
は
お
ま
か
せ
お
栖
落
の
発
祥
地
、
神
戸
セ

神
戸
の
お
嬢
様
の
お
気
に
入
ン
タ
ー
街
に
本
店
を
も
つ
ト
ラ

リ
、
ベ
ー
ー
ャ
。
西
神
プ
レ
ン
テ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
。
カ
ジ
ュ
ア
ル

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより

岳

ズ
は
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
、
マ
ク
レ
ガ

玲

１
１３２
１

ク
ロ
シ
エ
・
ド
・
オ
ー
ル

★
新
し
い
街
で
、
伝
統
の
味
を

大
切
に
…

季
節
の
材
料
を
生
か
し
て
日

本
の
味
を
追
求
す
る
栄
弥
は
、

お
座
敷
が
３
部
屋
あ
り
、
ゆ
っ

;畷酋甜

★
ス
イ
ス
の
少
女
が

や
っ
て
来
た

ス
イ
ス
菓
子
で
人
気
を
集
め

て
い
る
ハ
イ
ジ
が
、
ア
パ
レ
ル

業
界
へ
進
出
し
た
。

灘
区
水
道
筋
の
地
下
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ブ
テ
ィ
ッ
ク
「
ア
ー

デ
ル
ハ
イ
ド
」
は
ア
ル
プ
ス
の

少
女
ハ
イ
ジ
の
洗
礼
名
に
ち
な

ん
で
名
付
け
ら
れ
た
。

前
田
白
忌
丞
社
長
、
自
ら
デ
ザ

イ
ン
し
た
セ
ン
ト
バ
ー
ナ
ー
ド

犬
が
シ
ン
ボ
ル
・
キ
ャ
ラ
ク
タ

。｝
」
の
マ
ー
ク
の
入
っ
た
ト
レ

．
‐
ナ
ー
、
タ
オ
ル
等
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
中
心
に
カ
ジ
ュ

ア
ル
な
ジ
ャ
ケ
ツ
．
、
‐
や
ス
ー
ツ

が
揃
う
。蝋

IZIDELI-1EID
シンボルマーク

こ
れ
か
ら
は
、
ト
レ
ー
‐
ナ
ー

を
主
力
に
前
田
社
長
が
直
接
、

海
外
で
買
い
つ
け
た
小
物
な
ど

で
構
成
し
て
い
く
予
定
。

ス
イ
ス
の
爽
や
か
な
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
が
神
戸
を
駆
け
ぬ
け
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

画
神
戸
市
瓢
区
水
道
筋
６
１
１
１
肥
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●
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
夢
よ

１
１３３
１

●
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
夢
よ

も
う
一
度

１
年
で
い
ち
ば
ん
ロ
マ
ン
テ
ィ

ッ
ク
な
夜
、
ク
リ
ス
マ
ス
。

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
は
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
ク
リ
ス
マ
ス
を
テ

ー
マ
に
２
人
の
大
物
を
招
い
て
デ

ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
が
華
や
か
に
開
か

れ
ま
し
た
。
皿
月
肥
日
は
ブ
レ
ン

ダ
・
リ
ー
が
パ
ワ
フ
ル
な
ボ
ー
カ

ル
と
甘
い
大
人
の
魅
力
で
素
晴
ら

し
い
ス
テ
ー
ジ
を
見
せ
て
く
れ
、

狸
月
泌
日
に
は
プ
レ
ス
リ
ー
そ
っ

く
り
さ
ん
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ヴ
ァ

ン
・
プ
ラ
ナ
が
そ
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
ぶ
り
を
発
揮
し
、
最
高
の

盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
素

敵
な
サ
ウ
ン
ド
と
賛
を
尽
く
し
た

お
料
理
に
観
客
は
酔
い
し
れ
、
１

年
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い

最
高
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

☆
☆
☆

お
酒
落
に
こ
だ
わ
る
神
戸
っ
子

の
た
め
に
素
敵
な
お
店
ば
か
り
が

集
ま
っ
た
神
戸
百
店
会
。

新
し
い
時
代
を
迎
え
、
さ
ら
に

魅
惑
的
な
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
を
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
し
ま
す
。

｜
し
体
評
恥
峠
洞
喰
些
娠
却
塞
悲
ろ

篭
･血：. ; ､月許ｊ

拳識鄭

ｚ
ｍ
二
一
め

、
デ
ザ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は
良
い
雰

囲
気
の
中
で
過
ご
し
た
い
も

の
。
モ
ロ
ゾ
フ
・
セ
ン
タ
ー

街
店
が
岨
月
、
日
改
装
オ
ー

プ
ン
し
た
。

花
に
囲
ま
れ
て
ケ
ー
キ
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
奥
は
レ
ス
ト

ラ
ン
の
よ
う
な
テ
イ
ー
ル
ー

ム
。
卓
上
に
は
生
花
一
輪
。

「
雰
囲
気
を
味
わ
い
、
食
器

を
め
で
て
、
ト
ー
タ
ル
に
満

足
し
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

山
本
新
店
長
。
店
内
は
生
き

た
花
で
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
、
真

心
込
め
た
本
物
の
サ
ー
ビ
ス

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
ケ
ー
キ
、
メ
ニ
ュ
ー
は
今

ま
で
以
上
に
腕
に
よ
り
を
か

け
た
手
作
り
。
こ
の
春
先
か

ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
作

る
計
画
中
、
お
楽
し
み
に
。

P E O P L E ＜7 5 ＞

●この道1 9 年のプロ〃
西岡賢一さん〈莞苛陛議長＞
安い、旨い、しかもボリュームたつぷ
リが居酒屋の真髄と語る西岡さんの、ニ
ュートーキョ一発おすすめ宴会メニニューー
は、￥3 , 0 0 0 から用意できる「洋風懐お
もコース」今年の新年会をちょっとお酒落
にキめたいグループには、もってこいの
メニュー。単品のスペアリブは、まるご
とが￥5 5 0 と満足プライス。『これは、
もうけなしで、サービス商品と思ってま
す」と語る西岡さんは、究極のプロフェ
ツショナルとみた。

『
○
℃
一
○
め

ｅ
ボ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
か
ら
の
ニ

ュ
ー
イ
ヤ
ー
の
お
知
ら
せ

１
９
９
０
年
の
幕
耐
け
は
、
ホ

テ
ル
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ズ
パ
ー
‘
テ

ィ
ー
で
お
滴
落
に
キ
メ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
は
、
シ

ェ
フ
御
向
漫
の
お
料
理
を
洗
錬
さ

れ
た
サ
ー
ビ
ス
で
存
分
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
素
敵
な
新
年
会
プ

ラ
ン
を
御
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

ド
リ
ン
ク
類
は
飲
み
放
題
で
、
プ

ッ
フ
鋒
料
理
か
巾
国
料
理
の
ど
ち

ら
か
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

料
金
は
Ａ
プ
ラ
ン
お
一
人
様
￥
８

５
０
０
、
Ｂ
プ
ラ
ン
お
－
人
雛
￥

’
１
０
０
０
０
で
す
。
さ
ら
に
カ
ラ

｜
害
紳
酔
窪
津
》
唖
劃
牽
弔
い
調

す
。
”
瀦
様
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で

宴
会
予
約
係
ま
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。ま

た
、
山
‘
国
レ
ス
ト
ラ
ン
刊
衆

一
楽
幽
・
﹈
で
は
新
年
特
別
プ
ラ
ン
と

し
て
木
場
希
港
の
シ
ニ
フ
に
よ
る

一
織
銅
総
評
電
掛
堪
繍

一
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
一
日
を
ポ
：
卜

・
ピ
ダ
ホ
テ
ル
で
お
過
ご
し
下
さ

一
い
。
貧
３
０
２
．
１
１
１
１

完
黙
認
識

急
が
》
一
一
一
癖
声
偲
碓
挙
弟
ハ
坐
雌
権
睦

繋
罰
理
．
》
譜
・
‐
感
２
”
ず
旨
》
犀
お
う
評
私
恥
画
一
準
粍
Ｃ
庫

癖
ｒ
嬢
殿
‐
鰯
椴
一

■
蕊
《

↑
心
理
醒
〆
・
蓉
謹
，
蛾
ｒ
丞
博
。

ＰＲＥＳＥＮＴ
CＯＲＮＥＲ

？
応
募
方
法
③
薬
害
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

ｍ
Ｉ
１
大
神
ビ
ル
９
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
』
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
Ｇ
１
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
弓
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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☆
赤
い
靴
の
タ
ン
ゴ

「
タ
ン
ゴ
Ⅵ
」

１
月
妬
日
（
金
）
氾
時
犯
分
、
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル
。
Ｓ
席
５
，
１
５
０
円
、
Ａ
席

４
，
１
２
０
円
、
Ｂ
席
３
，
０
９
０
円
。

「
タ
ン
ゴ
・
ア
ル
ヘ
ン
テ
ィ

ー
ノ
」
の
来
日
以
来
注
目
さ
れ

楽
と
」
で
は
ウ
イ
ン
ナ
ワ
ル
ッ

の
名
曲
の
数
々
を
、
第
２
部
で

は
「
音
楽
で
聴
く
フ
ァ
ン
タ
ジ

ッ
ク
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て

「
眠
り
の
森
の
美
女
」
と
「
フ

ァ
ウ
ス
ト
の
却
罰
」
の
中
か
ら

抜
粋
し
た
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
曲

に
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
加
え
て
、

一
味
違
っ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク

な
世
界
を
演
出
す
る
。

☆
ク
イ
ン
ズ
ラ
ン
ド
・
ユ
ー
ス

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ー
月
鰯
日
（
火
）
旧
時
釦
分
、
神
戸
国
際

会
館
大
ホ
ー
ル
、
２
，
５
０
０
円
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス

ベ
ン
の
中
等
学
校
の
青
少
年
音

楽
祭
か
ら
発
足
し
た
若
者
達
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
来
日
す
る
。

日
本
へ
は
佃
年
以
来
２
度

薗
告
※

☆
神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅷ

神
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

が
お
贈
り
す
る
、
新
春
恒
例
二

で
も
フ
ァ
ン
の
多
い
ホ
セ
・
コ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
楽
団
の
情
熱
的
な

タ
ン
ゴ
ピ
ア
ノ
で
２
組
の
ダ
ン

サ
ー
が
、
華
一
麗
な
ス
テ
ッ
プ
を

披
露
す
る
。

躍
動
す
る
ス
ウ
ィ
ン
グ
感
、

豊
か
な
色
彩
と
感
傷
、
低
音
の

効
い
た
リ
ズ
ム
は
聴
く
者
を
も

熱
く
す
る
。

〃
一
一
一
一
美
術

☆
「
シ
ャ
ガ
ー
ル
の
シ
ャ
ガ
ー

ル
展
」
ｌ
兵
庫
県
立
近
代
美
術

館

新
春
恒
例
ニ

ュ
ー
イ
ヤ

氏
－
コ
ン
サ

程
ｌ
ト
。
第

轄
１
部
「
ゥ

朝
イ
ー
ン
。

風
物
と
音

ば

組
ん
だ
期
待
作
。

お
お
さ
ざ
き

大
鵬
鵜
の
大
王
（
仁
徳
天
皇
）

の
御
代
に
巨
大
な
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
と
し
て
築
か
れ
た
古
噴
の
謎

と
権
力
、
恋
を
め
ぐ
っ
て
兄
と

弟
、
父
と
子
の
凄
絶
な
確
執
、

愛
憎
を
描
く
古
代
ス
ペ
ク
タ
ク

☆
古
代
史
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

は
や
頻
さ
わ
け
お
う
じ

「
隼
別
王
子
の
叛
乱
」

１
月
加
日
（
土
）
把
時
犯
分
、
副
日
（
日
）

Ｍ
時
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
。
Ａ

席
３
，
０
０
０
円
、
Ｂ
席
１
，
５
０
０
円

田
辺
聖
子
が
加
年
間
温
め
続

け
て
き
た
絢
誉
の
歴
史
ロ
マ
ン

ス
ト
ラ
と
し
て
初
め
て
入
賞
す

る
な
ど
数
々
の
名
誉
あ
る
待
遇

を
受
け
て
い
る
。

演
奏
曲
目
は
ド
ビ
ッ
シ
ー
、

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
な
ど
、
温
か
い

雰
囲
気
の
中
で
若
く
生
き
生
き

と
し
た
演
奏
を
乞
う
御
期
待
。

”
砿
鋤
桐
噛
』
演
劇

軽
ＪＡ－二四品知L 生画

て
き
た

幻
タ
ン
ゴ

幸
・
バ
レ

、認
エ
。

日
本

蕊鱗溌騨
目
。
Ⅶ
年

塞
国
際
青
少

睦
年
音
楽
祭

ま
で
オ
ー
ス

準
ト
ラ
リ
ア

の
オ
ー
ケ

歴史ロマン
てをカミ団に
取挙総神、
りげ力戸劇

雲

と
は
直
接
的
に
作
家
の
ふ
と
こ

ろ
に
入
り
込
め
、
造
型
思
考
を

た
ど
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
深

い
。
同
時
に
下
絵
の
域
に
と
ど

ま
ら
ず
表
現
の
自
立
し
た
領
域

と
し
て
も
鑑
賞
し
う
る
も
の
で

あ
る
。
８
人
の
作
家
の
デ
ッ
サ

ン
約
帥
点
と
、
彫
刻
約
加
点
を

展
示
す
る
。

躍
、
布
年
わ
た
っ
て
故
郷
の
風

景
、
動
物
、
恋
人
、
戦
争
、
聖

書
の
世
界
な
ど
を
鮮
や
か
な
色

彩
と
独
自
の
様
式
に
よ
っ
て
躯

い
続
け
て
き
た
。
今
回
は
パ
リ

の
ポ
ン
ピ
ド
ー
セ
ン
タ
ー
国
立

近
代
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

☆
「
彫
刻
家
の
デ
ッ
サ
ン
展
」

ｌ
伊
丹
市
立
美
術
館

１
月
４
日
（
木
）
１
２
月
肥
日
（
日
）
（
月
咽

休
館
、
た
だ
し
１
月
朽
日
・
２
月
吃
日
は

開
館
、
翌
日
休
館
）
一
般
５
０
０
円
、
大

高
生
３
０
０
円
。

絵
画
、
彫
刻
な
ど
の
下
絵
、

ル
。
加
年
前
の
上
演
に
改
訂
を

加
え
て
再
演
さ
れ
る
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
５
組
様
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
ご
希
望
の
方
は
葉
書
に
、
住
所

氏
名
を
明
記
し
、
神
戸
っ
子
「
モ
ダ
ン
カ

ル
チ
ャ
ー
１
月
号
・
劇
団
神
戸
」
係
ま
で
。

，
》
い
』
一
唖
賑
，
舞
踊

‐

鴫
ＪＡ－二四品知L 生画

ヨ
｢ アクロバット」

りれにの
で、生家
活パま庭

、
掃
苫
…
蝿
…
：
ン
習
作
で

舘
蝿
》
雷
曇
率
司
ら
》
》
一
一

今
世
紀
を
代
表
す
る
画
家
の

ひ
と
り
で
あ
り
、
世
界
中
の
人

々
に
愛
さ
れ
た
シ
ャ
ガ
ー
ル
の

大
回
顧
展
。
敬
虚
な
ユ
ダ
ヤ
人

Ｉ
１３４
ｉ

鐸
畷｡』､‐
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霞

☆
そ
れ
ぞ
れ
の
愛
と
悲
し
み

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
「
三
人
姉
妹
」

１
月
訂
日
よ
り
「
ロ
ッ
ポ
一
一
力
三
宮
」
に

て
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
。
一
般
１
，
６
０
０
円

大
高
生
１
，
３
０
０
円
。

北
イ
タ
リ
ア
を
舞
台
に
美

古
典
芸
能

☆
ピ
ア
ノ
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
サ

イ
第
１
回
定
期
演
奏
会

６
日
（
土
）
妬
時
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル
、
４
０
０
円
。

☆
テ
レ
マ
ン
室
内
管
弦
楽
団
ニ
ュ
ー
イ

ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

７
日
（
日
）
型
時
、
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

３
，
３
０
０
円
。

☆
神
戸
市
混
声
合
唱
団
「
新
春
の
う
た

ご
え
」

旭
日
（
金
）
、
時
、
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
、
無
料
。

☆
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
フ
リ
ー
コ
ン
サ

ー
ト

晦
日
（
祝
）
皿
時
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
小
ホ
ー
ル
、
無
料
。

☆
龍
野
め
ぐ
み
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン
サ
ー

ト、
日
（
木
）
四
時
、
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

３
，
８
０
０
円
。

☆
ニ
ュ
ー
イ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
切

加
日
（
土
）
狙
時
釦
分
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ

ア
タ
ー
小
ホ
ー
ル
、
一
般
２
，
０
０
０

円
、
中
高
生
１
，
５
０
０
円
。

☆
尼
崎
市
吹
奏
楽
団
切
ニ
ュ
ー
イ
ャ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

型
日
（
日
）
哩
時
、
尼
崎
ア
ル
カ
イ
ッ

ク
ホ
ｉ
ル
、
一
般
１
，
０
０
０
円
、
学

薗
青
＊

鏡
映
画

妹
姉
妹
の
愛

姉
と
痛
み
、

程
幸
福
を
味

美
わ
う
苦
し

み
を
描
い

し
い
三
人

た
、
女
性
な
ら
興
味
深
い
作
品
。

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
イ

ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
女
優
３
人

が
、
女
性
に
と
っ
て
の
永
遠
の

テ
ー
マ
〃
幸
福
″
を
見
事
に
演

じ
る
。

☆
レ
ト
ロ
ア
ク
シ
ョ
ン
・
コ
メ

デ
ィ
「
ハ
ー
レ
ム
・
ナ
イ
ト
」

「
神
戸
新
聞
会
館
シ
ネ
マ
ー
」
に
て
上
映

中
。
一
般
１
，
６
０
０
円
、
大
高
生
１
，

３
０
０
円
。

☆
桂
三
枝
「
創
作
落
語
独
演
会
」

哩
日
（
土
）
皿
時
、
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
、
１
階
３
，
０
９
０
円
、
２
階
２
，

５
７
０
円
、
あ
じ
さ
い
シ
ー
ト
ー
、
０

３
０
口
暗

☆
神
戸
新
春
能

晦
日
（
祝
）
、
時
釦
分
、
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
、
１
階
６
，
６
９
０
円
、
２
階

４
，
１
２
０
円
、
」
あ
」
じ
．
さ
い
シ
ー
ト

ー
、
０
３
０
円
。

§
・
辞

☆
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
こ
ど
も
劇
場

「
魔
女
が
さ
ら
っ
た
金
の
に
わ
と
り
」

５
日
（
金
）
・
６
日
（
土
）
超
時
訓
分
、
神

戸
文
化
中
ホ
ー
ル
、
１
，
７
０
０
円
。

☆
影
絵
劇
と
ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
ま
め
の
木
」

６
日
（
土
）
Ｍ
時
釦
分
、
尼
崎
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
Ａ
席
１
，
３
０
０
円

Ｂ
席
１
，
１
０
０
円
。

☆
民
芸
公
演
「
炎
の
人
」

型
日
（
水
）
・
溺
日
（
木
）
・
妬
日
（
金
）
狙

時
醒
分
、
幻
日
（
土
）
皿
時
釦
分
、
神
戸

文
化
中
ホ
ー
ル
３
，
４
５
０
円
。

☆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・

オ
ブ
・
ア
ー
ツ
」

”
日
（
土
）
皿
時
釦
分
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ

ア
タ
ー
大
ホ
ー
ル
、
３
，
３
０
０
円
。

生
５
０
０
円
。

☆
新
春
ウ
ィ
ン
ナ
ー
ワ
ル
ツ
と
名
曲
の

夕
べ

孤
日
（
水
）
四
時
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
小
ホ
ー
ル
、
２
，
０
０
０
円
。

龍
：

ぐう凌神新弓☆ハ★遊須神☆鈴一術１１９☆松明
る・美戸協ひ県ンつプ田戸海木松前ル世そ永石
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ぷン展立術うア・しン太画堂蛎新吉ド英う雄尋
ひ展校神ごＩホんひ展物ギ油春延・国美水窯
ら園戸の卜ラホな語ヤ絵名美パア術墨・
の教展農ギイｌ展第ラ展流山リカ画画小
展職業ヤンル２リ香作展デ廊展倉
１１１１員１１Ｌラ１展１１１２章１１１道１陶１ミ１１健
／／／／美／／写り／／／／／／展／展／Ｉ／／作
３０３０２９２４術１７１７真１１９２０１３２９２４１７１０３絵２５１９陶
ｌｌｌｌ展’’展ｌＩＩｌ２２２，，，２，，１’１１１厘’’展
／／／／／／／／／／／／／／エ／／
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っ
た
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
エ
デ
イ

・
マ
ー
フ
ィ
の
最
新
作
。
今
回

は
主
演
・
脚
本
に
加
え
、
監
督

デ
ビ
ュ
ー
の
意
欲
作
で
あ
る
。

Ｎ
Ｙ
の
人
気
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
を

舞
台
に
、
笑
い
と
ア
ク
シ
ョ
ン

が
渦
巻
く
。

☆
か
な
わ
ぬ
恋
と
解
か
っ
て
い

て
も
．
．
．
「
今
ひ
と
た
び
」

「
ア
サ
ヒ
シ
ネ
マ
２
」
に
て
上
映
中
。

一
般
１
，
６
０
０
円
大
高
生
１
，
３
０

０
円
。「

恋
に
お
ち
て
」
か
ら
５

年
。
甘
く
ほ
ろ
苦
い
大
人
の
愛

の
世
界
を
瑞
し
く
綴
っ
た
ラ
ブ

ロ
マ
ン
ス
の
傑
作
が
再
び
・
・
・
。

ピ
バ
リ
ー

夜
ヒ
ル
ズ
。
．

極
ツ
プ
で
映
画

露
界
で
も
一
躍

ス
タ
ー
と
な

☆
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
新
春
特
別
公

演
「
白
鳥
の
湖
」
全
４
幕

５
日
（
金
）
・
６
日
（
土
）
鵡
時
釦
分
、
神

戸
文
化
大
ホ
ー
ル
、
Ｓ
席
７
，
０
０
０

円
、
Ａ
席
６
０
０
０
円
、
Ｂ
席
５
，
０

０
０
円
、
Ｃ
席
４
，
０
０
０
円
。

忽
鴇

☆
大
丸
美
術
画
廊

サ
ム
ホ
ー
ル
日
本
画
展１

／
３
，
４
１
／
９

博
多
人
形
能
彫
展
１
／
皿
７
，
１
／
妬

猪
”
．

１
１３５
１

幸せを求めるラリーと
マリア

つノ心をＩノぐ
た冷知のＩ互
ラえり浮トい
りき、気ナの

簸昌

鞍

－
と
マ
リ
ア
。
そ
し
て
２
人
は

眠
れ
ぬ
夜
が
来
る
こ
と
が
解
っ

て
い
て
も
心
惹
か
れ
、
戸
惑
い

な
が
ら
も
自
分
の
心
に
正
直
に

生
き
よ
う
と
す
る
。
家
庭
を
持

男
と
女
の
愛
の
ス
ト
ー
リ
ー
。

☆
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
読
者
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
葉
害
に
住
所
・
氏
名
・
映
画
名
を
明

記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ

ー
・
映
画
係
」
ま
で
。

鍵
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●し
誤
く

昨
夜
、
三
日
月
に
金
星
が
吸
い
こ
ま
れ
て
ゆ
く
金
星
食
を
見
た
。

あ
ま
り
の
美
し
さ
に
見
と
れ
き
っ
た
。
す
る
と
私
は
生
れ
て
セ
カ

す
い
せ
い

口
幻
く
ら
い
か
で
、
ハ
レ
ー
誉
星
を
お
ば
さ
ん
に
抱
か
れ
差
し
上
げ

ら
れ
て
見
た
の
を
思
い
出
し
た
。
そ
の
誉
星
は
尾
を
曳
い
て
、
た

ち
ま
ち
に
流
れ
消
え
な
い
で
い
つ
ま
で
も
尾
を
曳
い
て
光
っ
て
い

た
の
で
、
幼
児
七
カ
月
の
私
は
そ
の
光
が
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
そ
の
美
し
さ
を
今
も
目
に
浮
か
び
得
る
く
ら
い
お

ぼ
え
て
い
る
の
は
、
よ
ほ
ど
美
し
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
も
う

七
十
九
年
も
前
な
の
に
そ
の
青
白
い
キ
う
め
く
光
を
私
は
お
ぼ
え

て
い
る
。
と
こ
ろ
で
昨
夜
見
た
金
星
食
も
実
に
美
し
か
っ
た
。
け

れ
ど
も
こ
れ
は
日
本
で
は
十
五
年
振
り
と
聞
い
て
、
見
て
お
い
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
た
し
、
さ
い
わ
い
昨
夜
の
東
京
の
夜
は
晴
れ
き

っ
て
い
て
、
ま
だ
全
日
空
ホ
テ
ル
に
い
る
私
の
部
屋
の
三
十
四
階

の
窓
か
ら
は
、
そ
の
月
と
星
は
ま
る
で
美
術
で
あ
っ
た
。
し
か
も

こ
の
金
星
食
は
こ
の
あ
と
十
五
年
さ
き
で
な
く
て
は
日
本
で
は
見

ら
れ
な
い
と
か
で
、
す
る
と
私
は
九
十
五
で
な
い
と
見
ら
れ
な
い

と
な
る
と
も
う
昨
夜
の
美
し
い
月
と
星
は
、
生
き
て
二
度
と
私
は

見
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

×
×

と
こ
ろ
で
ロ
バ
ー
‐
卜
・
ゼ
メ
キ
ス
監
督
が
、
ま
た
も
見
せ
た

「
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
－
．
２
」
の
試
写
会
を
、

有
楽
町
の
日
劇
で
夜
七
時
に
お
こ
な
っ
た
の
に
超
満
員
で
た
く
さ

ん
の
雑
誌
関
係
の
人
が
ホ
ー
ル
の
う
し
ろ
や
わ
き
に
い
っ
ぱ
い
立

っ
て
い
た
。
前
作
が
非
常
に
受
け
た
せ
い
も
あ
る
が
、
こ
ん
ど

．'蝋蕊寿。

。

角

’
1３６
１

新
し
き
年
来
た
り
、
古
き
年
は
去
っ
て
ゆ
く
．
…
．
．

こ
の
タ
イ
ム
に
抱
き
し
め
ら
れ
た
人
間
た
ち
よ
／
、

『
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
。
ザ
。
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
２
』

は
、
一
九
八
五
年
の
あ
の
ヒ
ル
・
バ
レ
ー
の
町
が
す
っ
か
り
荒
れ

て
黒
人
が
住
み
、
銃
撃
戦
が
あ
っ
た
り
公
認
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
場
に

な
っ
た
り
し
て
、
一
九
七
三
年
に
愛
す
る
．
ハ
パ
は
強
盗
に
殺
さ
れ

が
ら

て
、
あ
の
柄
の
悪
い
腕
つ
ぶ
し
の
強
い
ピ
フ
が
未
亡
人
の
マ
マ
を

妻
に
し
て
い
る
と
い
う
始
末
。
思
え
ば
こ
の
ピ
フ
と
俺
（
マ
ー
テ

ィ
）
は
一
九
五
五
年
大
喧
嘩
し
て
腕
つ
ぶ
し
の
強
い
ピ
フ
を
負
か

し
た
の
に
。
や
が
て
こ
の
映
画
は
二
○
一
五
年
す
な
わ
ち
未
来
へ

移
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
未
来
の
ヒ
ル
・
バ
レ
ー
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
年
老
い
た
ピ
フ
の
息
子
が
、
私

す
な
わ
ち
マ
ー
テ
ィ
そ
っ
く
り
の
少
年
を
い
じ
め
て
い
る
の
を
見

て
ビ
ッ
ク
リ
し
て
し
ま
う
。
な
ん
と
未
来
の
自
分
の
息
子
は
自
分

と
ま
っ
た
く
同
じ
の
弱
虫
だ
っ
た
。
そ
こ
で
怒
っ
た
マ
ー
テ
ィ

は
…
…
。

前
作
と
同
じ
く
タ
イ
ム
を
い
じ
く
り
ま
わ
す
博
士
（
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
。
ロ
イ
ド
）
そ
れ
に
学
校
で
自
分
を
い
じ
め
た
ビ
フ
（
ト

マ
ス
。
Ｆ
・
ウ
イ
ル
ス
ン
）
も
ち
ろ
ん
私
（
マ
イ
ケ
ル
。
Ｊ
・
フ

オ
ッ
ク
ス
）
、
そ
れ
に
マ
マ
の
ロ
レ
ー
ン
（
リ
ー
・
ト
ン
プ
ソ
ン
）

と
、
前
作
で
の
お
な
じ
み
が
再
び
出
揃
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ま
た

嬉
し
い
。
監
督
の
ロ
バ
ー
ト
・
ゼ
メ
キ
ス
（
三
十
七
歳
）
は
こ
の

映
画
の
前
作
に
人
間
と
ア
ニ
メ
の
一
大
ト
リ
ッ
ク
映
画
の
「
ロ
ジ

ャ
ー
。
ラ
ビ
ッ
ト
」
で
評
判
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
「
バ
ッ
ク
。

２
」
は
、
二
○
一
五
年
の
未
来
、
一
九
八
五
年
の
現
代
（
こ
の
映

画
の
）
そ
し
て
一
九
五
五
年
の
過
去
と
…
…
三
○
年
先
き
三
○
年

あ
と
と
い
う
ふ
う
に
タ
イ
ム
を
区
切
り
町
の
風
景
、
そ
の
と
き
の
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よ
う
に
思
え
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
ま
し
て
い
ま
こ
こ
に
大
正

四
年
（
一
九
一
五
）
の
『
活
動
之
世
界
』
と
い
う
雑
誌
を
取
り
出

し
て
見
る
と
、
坪
内
士
行
の
『
英
吉
利
の
活
動
写
真
界
』
大
活
劇

『
名
金
』
特
別
号
。
一
部
定
債
十
五
銭
。
そ
し
て
レ
ー
ト
白
粉
あ

る
い
は
ヤ
マ
サ
醤
油
ま
た
は
花
王
石
鹸
が
広
告
を
し
め
し
〃
石
鹸

の
使
用
法
″
あ
る
い
は
品
質
無
比
の
千
代
田
香
油
な
ど
と
い
か
に

も
時
代
色
い
っ
ぱ
い
。
こ
の
七
十
四
年
ま
え
の
タ
イ
ム
を
今
こ
こ

に
、
も
う
一
度
こ
の
ま
ま
よ
み
が
え
ら
せ
た
な
ら
ど
う
な
ろ
う
。

７
１
３
１
１

ダ
ン
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
そ
し
て
衣
服
と
時
代
の
変
化
を
楽
し

ま
せ
出
演
者
た
ち
を
若
く
し
た
り
老
け
さ
せ
た
り
、
マ
マ
を
演
じ

る
リ
ー
・
ト
ン
プ
ソ
ン
も
二
○
一
五
年
に
は
七
十
七
歳
の
婆
さ
ん

と
い
う
わ
け
で
俳
優
の
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
も
ま
た
お
楽
し
み
だ
。

と
こ
ろ
で
実
は
こ
の
よ
う
な
映
画
は
と
く
に
映
画
に
あ
っ
て
は

珍
ら
し
く
も
な
く
、
古
く
は
ウ
ィ
ル
。
ロ
ジ
ャ
ー
ス
主
演
の
「
愉

快
な
武
士
道
」
（
一
九
三
一
）
は
マ
ー
ク
・
ト
ゥ
エ
イ
ン
原
作
の
〃
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
。
ヤ
ン
キ
ー
ズ
″
の
映
画
化
だ
っ
た
が
一
人
の
男
が

時
代
衣
裳
展
を
見
に
い
っ
て
西
洋
の
ヨ
ロ
イ
、
カ
ブ
ト
を
見
て
い

る
う
ち
に
そ
の
時
代
に
夢
う
つ
つ
と
な
っ
て
這
入
り
こ
む
コ
メ
デ

ろ
う
ま

ィ
。
ま
た
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
製
作
の
「
羅
馬
太

平
記
」
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
カ
ー
フ
マ
ン
と
ロ
バ
ー
ト
。
Ｅ
・
シ
ャ
ー

ウ
ッ
ド
の
合
作
で
エ
デ
ィ
・
キ
ャ
ン
タ
ー
主
演
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

（
一
九
三
三
）
。
こ
れ
も
エ
デ
ィ
が
考
え
こ
ん
で
い
る
う
ち
に
時
代

が
ロ
ー
マ
時
代
に
な
っ
て
し
ま
う
コ
メ
デ
ィ
・
ス
タ
イ
ル
。

か
か
る
趣
向
は
舞
台
で
も
や
れ
な
く
は
な
い
が
映
画
こ
そ
こ
れ

は
十
八
番
モ
ノ
だ
。
た
ち
ま
ち
に
し
て
五
○
年
ま
え
に
時
代
が
逆

転
す
る
。
キ
ャ
メ
ラ
と
ト
リ
ッ
ク
と
巧
み
な
演
出
で
見
て
い
て
ア

シ
と
思
う
や
、
場
面
は
も
う
五
○
年
さ
き
・
こ
の
よ
う
な
事
を
考
え

る
と
人
生
と
い
う
も
の
、
生
命
と
い
う
も
の
を
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
て
く
る
。
だ
か
ら
「
バ
ッ
ク
。
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」
の

〃
１
〃
も
〃
２
〃
も
そ
の
作
り
方
の
面
白
さ
だ
け
で
な
く
、
笑
い

●
。
□

な
が
ら
思
わ
ず
過
去
や
未
来
を
考
え
る
声
」
わ
さ
も
あ
る
わ
け
だ
。

昨
日
の
新
聞
を
今
日
見
る
こ
と
だ
け
で
そ
の
昨
日
が
遠
い
日
の議識議蕊識凝議

d 学

騨蕊蕊翻譲議議騨Ｉ
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岨

自慢の店にお立ち寄り下さい

, す

旬

この笑顔でお待ちしています

季節の厩らいが聞こえる

１
１３８
１
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縁
に
あ
や
か
っ
て
、
画
廊
ス
ナ

ッ
ク
〃
藤
樹
″
を
、
阪
急
三
宮

東
口
の
山
側
二
筋
目
を
入
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
る
大
山
ピ
ル
の
六

階
に
開
い
て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ

ー
に
は
、
真
理
子
さ
ん
の
作
る

百
種
類
の
内
、
毎
夜
十
種
は
揃

う
お
ふ
く
ろ
の
味
。
壁
に
は
、

こ
れ
ま
た
お
祭
好
き
の
井
上
弐

海舟のスタッフ

◆
お
い
し
さ
だ
け
じ
ゃ
な
い
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ケ
ー
キ

Ｊ
Ｒ
灘
駅
北
側
に
あ
る
、
お

菓
子
の
ア
ト
リ
エ
〃
Ｍ
Ｃ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
〃
・
オ
ー
ナ
ー
シ
エ
フ

皆
川
千
恵
子
さ
ん
は
７
年
前
か

ら
手
作
り
ケ
ー
キ
を
卸
し
て
い

た
が
、
お
客
様
の
反
応
を
見
た

6 羅蕊

illllii雲''111鱗鵬
斗
属
＠
国
悶

旦
の
可
目
砕
切
己
＠
号

ア
メ
リ
カ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
料
理

喝
Ｘ
Ｉ
ｙ

「
国
辱
①
国
騨
局
昌

三
の
宮
店
」

神
戸
に
よ
う
や
く
到
着
。

東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
に
次
い

で
弓
胃
国
肖
冒
三
宮
店
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

〃
都
会
の
納
屋
″
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
つ
く
ら
れ
た
、
ア
メ

リ
カ
ン
。
カ
ン
ト
リ
ー
の
雰

囲
気
を
も
つ
店
内
は
、
従
来

店
と
同
じ
く
宮
脇
檀
氏
の

設
計
に
よ
る
も
の
。
グ
レ
ー

を
基
調
と
し
た
、
上
品
で
、
ど

こ
か
都
会
的
な
店
内
に
は
、

全てがオリジナルのハンドメイド

ア
メ
リ
カ
か
ら
と
り
よ
せ
た
無

垢
の
松
で
つ
く
ら
れ
た
、
人
掛

け
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
大
テ
ー

ブ
ル
が
ズ
ラ
リ
並
ぶ
。

そ
し
て
、
ポ
テ
ト
や
カ
ボ
チ

ャ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
メ
一
三
－
を
は
じ
め
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
〃
ザ
。

い
と
、
こ
の
店
を
始
め
て
１
年

に
な
る
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ニ
ュ
ー
は
チ

ー
ズ
ケ
ー
キ
、
ガ
ナ
シ
ュ
等
約

叩
種
。
他
に
、
中
国
果
実
タ
ピ

オ
カ
の
ム
ー
ス
、
り
ん
ご
と
さ

つ
ま
イ
モ
の
サ
ワ
ー
パ
イ
等
オ

ー
ナ
ー
の
ひ
ら
め
き
が
生
み
出

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ
ー
キ
は
ど

れ
も
大
好
評
で
「
次
は
い
つ
作

る
の
？
」
と
催
促
が
く
る
程
。

値
段
も
手
頃
。

国
灘
区
城
の
内
５
丁
目
４
１
，
Ｊ
Ｒ
謹

駅
北
側
商
店
街
内
Ａ
Ｍ
ｍ
“
㈹
Ｉ
Ｐ
Ｍ

７
恥
帥
貧
血
－
４
７
６
６
（
第
２
．
４
日

曜
休
）

☆
〃
藤
樹
″
の
下
で
今
夜
も
飲

も
う
！

ふ
ち

お
祭
り
好
き
の
マ
ス
タ
ー
洲

た
か
な
う

田
協
さ
ん
が
、
出
身
地
近
江
の

藤
樹
神
社
の
隣
り
で
生
れ
た
御

井
画
伯
の
水
彩
画
が
飾
ら
れ
て

い
る
と
い
う
暖
か
い
雰
囲
気
。

モ
チ
ロ
ン
カ
ラ
オ
ケ
も
Ｏ
Ｋ

だ
。
ク
イ
ー
ン
神
戸
だ
っ
た
美

人
の
真
美
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
も
嬉

し
い
。
ネ
ア
カ
の
マ
ス
タ
ー
と

お
祭
り
気
分
で
飲
み
た
い
人
に

最
適
。

■
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ス
７
，
０
０
０
円
、
１

万
円
（
ボ
ト
ル
）
ビ
ー
ル
伽
円
〒
剛
神

戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
丁
目
５
１
１

（
大
山
ビ
ル
６
Ｆ
）
言
（
鞭
）
１
９
７
４

▼
勝
海
舟
の
心
意
気
を
料
理
に

神
戸
肉
割
烹
「
け
ど
ん
」
を

開
店
し
て
三
年
目
を
迎
え
た
板

前
の
堀
尾
敏
郎
さ
ん
が
、
姉
妹

店
の
日
本
料
理
「
海
舟
」
を
十
一

月
に
オ
ー
プ
ン
。
木
の
香
も
ゆ

か
し
い
イ
ン
テ
リ
ア
。
小
部
屋

二
室
に
は
、
勝
海
舟
の
書
と
武

者
小
路
貰
篤
の
絵
、
カ
ウ
ン
タ

ー
の
奥
に
は
上
村
梢
皇
の
烏
の

絵
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。
勝
海

舟
の
開
国
の
イ
ズ
ム
に
あ
や
か

り
た
い
と
命
名
し
、
味
と
上
品

な
サ
ー
ビ
ス
を
モ
ッ
ト
ー
に
落

ち
つ
い
た
雰
囲
気
の
中
で
本
格

的
な
日
本
料
理
が
楽
し
め
る
。

御
気
楽
会
席
八
○
○
○
円
、
お

ま
か
せ
会
席
一
八
○
○
○
円
コ

ー
ス
以
外
に
季
節
一
品
料
理
も

Ｏ
Ｋ
・
堀
尾
さ
ん
の
心
意
気
が

清
々
し
い
。

回
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
一
丁
目
七
－

八
格
子
屋
ビ
ル
一
階
窟
知
Ｉ
２
９
２
４

Ｐ
Ｍ
５
１
Ａ
Ｍ
２
一
日
・
祝
日
が
定
休
日

こんな納屋ならうちにも欲しい！

バ
ー
ン
サ
ラ
ダ
″
（
￥
１
，
０

０
０
）
、
ピ
リ
ッ
と
ス
パ
イ

シ
ー
な
〃
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
チ

ョ
リ
ゾ
″
（
￥
６
０
０
）
他
、

メ
イ
ン
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま
で

７
品
を
セ
ッ
ト
し
た
特
選
コ

ー
ス
（
￥
２
，
２
５
０
）
は
三

宮
店
で
新
し
く
加
え
ら
れ
た

お
薦
め
料
理
。
全
て
手
作
り

の
素
朴
な
料
理
を
メ
イ
ン

に
、
ワ
イ
ン
や
バ
ー
ボ
ン
、

カ
ク
テ
ル
も
豊
富
に
揃
っ
て

い
る
か
ら
カ
ッ
プ
ル
で
、
グ

ル
ー
プ
で
、
特
に
パ
ー
テ
ィ

ー
に
は
最
高
の
お
店
で
す
。

回
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
１
１

１
旧
第
旧
シ
ャ
ル
マ
ン
ピ
ル
Ｂ
１

（
月
）
Ｉ
（
金
）
Ｗ
”
帥
Ｉ
鋼
韓
叩
（
土
）

肥
”
叩
Ｉ
創
廻
加
日
・
祝
・
祭
吃
”

、
ｌ
お
韓
帥

官
０
７
８
１
３
９
２
１
０
６
１
１

１
１３９
１ ＆

お祭好きなマスター囲んで

⑤

霞
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